
●ごみ収集業務●ごみ収集業務

●し尿収集業務●し尿収集業務
地域名 年末年始のし尿収集体制 許可業者

川内

12/16（土）までに申し込まれた分については、12/29（金）までに収集
年始は、1/4（木）から業務開始 ㈲庵地衛生センター （22）2983

12/15（金）までに申し込まれた分については、12/28（木）までに収集
年始は、1/4（木）から業務開始 山ノ内衛生㈲ （22）4776

樋脇 12/16（土）までに申し込まれた分については、12/29（金）までに収集
年始は、1/4（木）から業務開始 ㈲庵地衛生センター （22）2983

入来 年末の収集は、12/22（金）まで　年始は、1/5（金）から業務開始 ㈲あさくま浄化槽メンテナンス
㈲松崎商事

（59）3093 
（52）2223

東郷 12/15（金）までに申し込まれた分については、12/28（木）までに収集
年始は、1/4（木）から業務開始 山ノ内衛生㈲ （22）4776

祁答院 年末の収集は、12/22（金）まで　年始は、1/5（金）から業務開始 ㈲あさくま浄化槽メンテナンス
㈲松崎商事

（59）3093 
（52）2223

里 年末の収集は、12/26（火）まで　年始は、1/9（火）から業務開始 石原衛生センター 09969（3）2517

上甑 年末の収集は、12/25（月）午前中まで　年始は、1/5（金）から業務開始 ㈱浜口設備  09969（2）0692

下甑 年末の収集は、12/27（水）まで　年始は、1/8（月）から業務開始 太伸建設㈱環境部 09969（7）0947

鹿島 年末の収集は、12/27（水）まで　年始は、1/8（月）から業務開始 太伸建設㈱環境部 09969（7）0947

●ごみ収集業務
地域名 12/27（水） 12/28（木） 12/29（金） 12/30（土）～ 1/3（水） 1/4（木） 1/5（金）

川内 燃やせないごみ
（第４水曜日収集地区）

燃やせるごみ
（月・木収集地区）

燃やせるごみ
（火・金収集地区） 休み 燃やせるごみ

（月・木収集地区）
燃やせるごみ

（火・金収集地区）

樋脇 燃やせないごみ
（第４水曜日収集地区）

燃やせるごみ
（月・木収集地区）

燃やせるごみ
（火・金収集地区） 休み 燃やせるごみ

（月・木収集地区）
燃やせるごみ

（火・金収集地区）

入来 休み 燃やせるごみ
（月・木収集地区）

燃やせるごみ
（火・金収集地区） 休み 燃やせるごみ

（月・木収集地区）

燃やせるごみ
（火・金収集地区）
※八重・大馬越地区

は資源物

東郷 燃やせないごみ
（第４水曜日収集地区）

燃やせるごみ
（月・木収集地区）

燃やせるごみ
（火・金収集地区） 休み 燃やせるごみ

（月・木収集地区）
燃やせるごみ

（火・金収集地区）

祁答院 資源物 燃やせるごみ 休み 休み 燃やせるごみ 休み

里
缶類・ダンボール・
新 聞 チ ラ シ・
雑 誌・ 紙 製 容 器

燃やせるごみ 休み 休み 燃やせるごみ 休み

上甑 休み 燃やせるごみ 休み 休み 燃やせるごみ
その他のプラスチック
類・ペットボトル・発泡
白色トレイ・紙パック

下甑 
長浜・内川内 

瀬々野浦

缶類・紙類・その他のプ
ラスチック類・ペット
ボトル・発泡白色トレイ

休み 燃やせるごみ 休み 休み 燃やせるごみ

下甑 
手打・片野浦 

青瀬
休み 燃やせるごみ 休み 休み 燃やせるごみ 燃やせないごみ

鹿島
缶類・紙類・その他のプ
ラスチック類・ペット
ボトル・発泡白色トレイ

休み 燃やせるごみ 休み 休み 燃やせるごみ

※１月の収集は変則的になる地域があります。
※詳しくは、家庭のごみ出しカレンダーで確認してください。
※年末は、ごみの排出が集中しますので、早めに大掃除を実施し、早めにごみを出しましょう。

●クリーンセンター●クリーンセンター

※川内・樋脇 ･入来・東郷・祁答院地域の家庭粗大ごみは、事前に連絡の上、搬入してください。
※指定袋に入る大きさのごみは、通常の収集日に出してください。� � � � � � �

地域名 12/27（水） 12/28（木） 12/29（金） 12/30（土）～ 1/2（火） 1/3（水） 1/4（木） 1/5（金）

川内 
川内・樋脇 
入来・東郷 

祁答院

通常業務 通常業務 通常業務 休み 休み 通常業務 通常業務

上甑島 
里・上甑 通常業務 通常業務 通常業務 休み 休み 通常業務 通常業務

下甑島 
下甑・鹿島 通常業務 通常業務 通常業務 休み 休み 通常業務 通常業務

問合先�／川内クリーンセンター��（30）1117　上甑島クリーンセンター�� 09969（3）2940　
　　　　下甑クリーンセンター�� 09969（5）0770
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■市役所の一般業務 ･･･12/29（金）～ 1/3（水）は休みです。戸籍
届出（婚姻届・出生届など）は、本庁および各支所、甑島振興局の
警備員室で預かります。
※�住民票等証明書コンビニ交付受付サービスは、12/29（金）～
1/3（水）は利用できません。
■各保健センター・甑島診療所 ･･･12/29（金）～ 1/3（水）は休みです。

■コミュニティバス・デマンド交通 ･･･1/1（月）・2（火）は休みです。
1/3（水）は、くるくるバス、北部循環バス、南部循環線、高江・土川線は、
日曜日・祝日ダイヤです。
※�甑島地域コミュニティ交通・串木野新港線・川内港シャトルバスは通
常通り運行します。
■市営葬斎場 ･･･1/1（月）は休みです。

地
域
名

施　設　名
12月 １月

28 29 30 31 1 2 3 4
木 金 土 日 月 火 水 木

川
　
　
内

中央図書館
○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○

※ 12/31 は 17:00 まで

中央公民館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

総合運動公園
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 12/29 ～ 1/3 は 17:00 まで

御陵下運動公園
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 12/29 ～ 1/3 は 17:00 まで

川内歴史資料館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

川内まごころ文学館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

ひまわり友あい館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

サン ･ アビリティーズ川内 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

セントピア 〇 休 休 休 休 休 休 ○

ふれあいドーム ○ 休 休 休 休 休 休 ○

ＳＳプラザせんだい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民サポートセンター
（ＳＳプラザせんだい内） ○ 休 休 休 休 休 休 ○

すこやかふれあいプラザ ○ 休 休 休 休 休 休 ○

国際交流センター 
産業振興センター ○ 休 休 休 休 休 休 ○

高速船ターミナル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川内とれたて市場
○ ○ ○ 休 休 休 休 休

※ 12/30 は 15:00 まで

防災研修センター ○ 休 休 休 休 休 休 ○

少年自然の家 休 休 休 休 休 休 休 ○

せんだい宇宙館
○ ○ ○ 休 休 ○ ○ 〇

※ 12/29･30、1/2･3 は 17:00 まで

寺山いこいの広場ゴーカート ○ ○ ○ 休 休 休 休 ○

寺山いこいの広場レストハウス ○ ○ ○ 休 休 休 休 ○

大原野池公園パークゴルフ場 ○ ○ ○ 休 休 休 休 ○

薩摩高城館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

駅市　薩摩川内
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常：9:00 ～ 19:00
※ 12/31、1/1 は 9:00 ～ 18:00

川内駅観光案内所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

樋
　
　
脇

道の駅樋脇「遊湯館」

○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○

※ 12/31 は 8:00 ～ 15:00　
　 1/2 は 10:00 ～ 16:00
　 1/3 は 9:30 ～ 16:00
　 1/4 は 9:30 ～ 17:00

樋脇郷土館 休 休 休 休 休 休 休 休

樋脇総合運動場
樋脇屋外人工芝競技場
樋脇グラウンド・ゴルフ場

休 休 休 休 休 休 休 ○

図書館樋脇分館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

地
域
名

施　設　名
12月 １月

28 29 30 31 1 2 3 4
木 金 土 日 月 火 水 木

樋
　
　
脇

樋脇公民館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

樋脇もくもくふれあい館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

丸山自然公園 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

入
　
　
来

入来温泉湯之山館
○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ 休

※ 12/31 は 20:00 まで

入来文化ホール ○ 休 休 休 休 休 休 ○

入来郷土館 休 休 休 休 休 休 休 休

入来総合運動場
入来武道館 休 休 休 休 休 休 休 ○

図書館入来分館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

入来公民館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

入来会館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

旧増田家住宅 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

入来麓観光案内所
入来麓交流館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

東
　
　
郷

東郷総合運動場 休 休 休 休 休 休 休 ○

東郷公民館
図書館東郷分館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

東郷共同福祉施設
「アミティプラザ東郷」 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

祁
　
答
　
院

生態系保存資料館「アクアイム」 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

祁答院体育館
祁答院グラウンド 休 休 休 休 休 休 休 ○

祁答院公民館 
図書館祁答院分館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

矢
や

立
たて

農村公園 休 休 休 休 休 休 休 休

里

里柔道会館 休 休 休 休 休 休 休 ○

里公民館
図書館里分館

○ 休 休 休 休 休 休 ○

上甑島観光案内所
（里港ターミナル内） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上
　
　
甑

上甑グラウンド 休 休 休 休 休 休 休 ○

上甑郷土館 休 休 休 休 休 休 休 休

上甑老人福祉センター 〇 休 休 休 休 休 休 ○

図書館上甑分館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

上甑コミュニティセンター ○ 休 休 休 休 休 休 ○

観光船かのこ ○ 休 休 休 休 休 休 ○

中甑地域活性化施設
「コシキテラス」

休 休 休 休 休 休 休 休

※ 「休」でもバス待合所、トイレは利用可

下
　
　
甑

下甑郷土館 休 休 休 休 休 休 休 休

図書館下甑分館（下甑支所内） ○ 休 休 休 休 休 休 ○

手打地域活性化施設
「てうちん浜や」 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

下甑島観光案内所
（長浜港ターミナル内） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鹿
島

鹿島公民館
図書館鹿島分館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○
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…問合先　 …申込先・提出先・申請先　 …電話番号　 …内線　 �…FAX　  …メールアドレス「みんなの１１９」

▲消防局ホームページ

　下記のグラフを見ると、12月は救急が一番多
い時期となっています。餅を喉に詰まらせるなど
の窒息事故や入浴時の寒暖差によって起こるヒー
トショック、路面凍結による事故などが起こりや
すくなります。餅を食べる時は、小さく切って食
べやすい大きさにし、急がずゆっくり噛んでから
飲み込むようにしましょう。入浴時や入浴前後の
水分補給を心掛け、飲酒後の入浴、長湯を避ける
など事故を起こさないよう救急事故防止に努めま
しょう。

　冬は暖房器具を使用する機会が多く、空気も乾燥し火災の危険が高まる季節です。
　年末年始の慌ただしさから、つい火の取り扱いも不注意になりがちです。火の元には十分注意しましょう。
　また、住宅用自動火災報知器についても、電池切れや機器の不備などがないか点検を行いましょう。

　次のようなときに、消火目的で使用した消火器薬剤などの全部または一部が補助の対象となる場合があり
ます。

・自己の所有または居住する住宅以外の建物が燃えたとき
・自己の運転する車両以外の車両が燃えたとき
・その他の火災で建物に燃え移るおそれのある火災に使用したとき
該当する場合は、消防局予防課までご相談ください。
※ 消防隊到着後に使用した場合や地震などの災害時に使用した場合は、この限りではありません。

　広報薩摩川内10月通常版「みんなの１１９」では、「火災予防のチェックポイ
ント」や｢住宅用火災報知器｣などについて掲載しています。

〇救急車の適正利用にご協力ください

ストーブなどの暖房器具の使用に気を付けて！

消火目的で消火器などを使用したときはご相談ください

〇救急車を呼ぶか迷った時は

　救急要請者の内訳を見ると、搬送者の約30％が
「軽症者」という現実もあります。本当に必要な重

傷者に救急車が足りていません。「命」を救うため、
救急車の適正利用をお願いします。

【全国救急受診アプリ  Ｑ助】
を活用しましょう
・ 症状の緊急度を素早く判定
　できる。
・救急車を呼ぶ目安が分かる。
・  医療機関や受信手段が検索

できる。

問合先／消防局予防課　 （22）0135

▲�総務省消防庁
　ホームページ

寒い時期に起こりやすい

冬の事故防止に努めよう
冬は救急要請が増加します！

冬は住宅火災の危険が高まります！
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過去10年間の薩摩川内市月別救急平均件数（件）

（月）

378
327 333 321 333 313 333 342 333

379375 387

広報薩摩川内▶
10月通常版　

「みんなの１１９」　

17 Satsumasendai city Public Relations, 2023.12.10

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
備
え
や
避
難
時
の
注
意
な
ど
、
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を
ス

ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

VOL.26VOL.26何
事
も
事
前
の
備
え
が
大
事

　
降
雪
量
の
多
い
地
域
で
は
、

大
雪
に
よ
る
交
通
障
害
や
、水

道
管
の
凍
結
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
テ

レ
ビ
な
ど
で
見
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
本
県
は
、普
段
大
雪
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、少
し
の
積
雪
で
も
影
響
は

大
き
く
な
り
ま
す
。特
に
交
通

事
故
な
ど
の
交
通
障
害
に
注
意

し
て
、雪
の
中
で
の
移
動
方
法

な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

積
雪
の
と
き
の
歩
き
方

　
雪
が
積
も
っ
た
道
路
は
、路

面
が
凍
っ
て
滑
り
や
す
く
な
っ

て
い
る
場
所
や
、用
水
路
な
ど

が
隠
れ
て
し
ま
い
、見
え
に
く

く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

① 

路
面
に
対
し
て
垂
直
に
踏
み

込
み
、歩
幅
を
小
さ
く
し
て

歩
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
／
防
災
安
全
課

防
災
安
全
Ｇ（
内
線
４
９
２
２
）

② 
ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ
や
防
滑

靴
な
ど
滑
り
に
く
い
靴

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

荷
物
を
持
つ
と
き
は
、

両
手
が
塞
が
ら
な
い
よ

う
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

積
雪
の
と
き
の
車
の
運
転

　
雪
道
の
運
転
は
滑
り
や

す
く
慣
れ
て
い
な
い
人
も

多
い
の
で
、次
の
こ
と
に

注
意
し
、い
つ
も
以
上
に

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

① 

冬
用
タ
イ
ヤ
や
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し
、普

段
よ
り
ゆ
っ
く
り
慎
重

に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

② 

橋
の
上
な
ど
は
路
面
が

凍
結
し
や
す
い
た
め
、特

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

車
間
距
離
を
普
段
の
倍

以
上
取
る
な
ど
、事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※ 

積
雪
の
際
は
、不
要
不

急
の
外
出
は
控
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
水
道
管
の
凍
結
予
防
な

ど
は
広
報
薩
摩
川
内
令
和

３
年
12
月
通
常
版
の
「
防

災
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

市公式ＬＩＮＥで道路などの不具合を通報できます

■ 市民通報レポートの運用開始
　市民の皆さんが気付いた道路などの不具合
を、市公式 LINEから通報できるようになり
ました。
　今回の通報システムを活用することで、担
当部署へ写真や位置情報などの詳細を市役所
に来庁しなくても発見場所から即時に通報で
きます。

　メニューの「もっと薩
摩川内」の「市民通報レ
ポート」をタップすると、
通報できる項目が展開し
ます。なお、操作方法な
どは市ホームページから
確認できます。

◀市ホーム
　ページ

■ 市民通報レポートから通報できること
(1)　道路・河川の破損などに関する情報
(2)　公園内の設備などの不具合に関する情報
(3)　鳥獣の目撃情報
(4)　ごみなどの不法投棄に関する情報
(5)　農地の破損などに関する情報
(6)　漏水情報
　緊急な対応が必要な場合は、従来どおり担当部署
へ電話で情報提供、お問い合わせください。
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▲広報薩摩川内
　令和３年12月通常版
　「防災トピックス」



　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄り添うこと
や人柄を表す言葉「人となり」をイメージしたコー
ナーで、人物や活動の紹介だけでなく、その人の思
いにスポットを当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

福ふ
く

富と
み

　則の
り

義よ
し

さ
ん
（
雅が

号ご
う

　福
富

　河か
っ
ぱ童
）

　「
小
学
生
の
時
は
、
わ
ざ
と
方
言

を
使
っ
て
ふ
ざ
け
る
よ
う
な
悪わ

れ
こ
っ
ぼ

戯
坊

だ
っ
た
」と
、
今
の
表
情
か
ら
は
想

像
の
つ
か
な
い
子
ど
も
時
代
を
話
す

福
冨
さ
ん
は
故
郷
の
方
言
に
つ
い
て

ま
と
め
た「
残
し
も
ん
そ
や
川せ
ん
で内
ん

方ほ

言げ
ん

」の
著
者
で
も
あ
り
ま
す
。

せ
ん
で
弁
の
魅
力
と
面
白
さ

　
福
冨
さ
ん
は「
内
密
の
会
話
の
際

に
、
わ
ざ
と
早
口
の
短た
ん

呼こ

で
言
い

合
っ
た
り
、
言
葉
の
響
き
か
ら
な
ん

と
な
く
状
況
や
心
情
が
想
像
で
き
た

り
と
、
鹿
児
島
方
言
の
奥
深
さ
ゆ
え

の
面
白
さ
が
詰
ま
っ
て
い
る
」と
話

し
ま
す
。

　
川
内
弁
の
特
徴
と
し
て
代
表
的
な

例
は
、
形
容
詞
に「
か
」を
付
け
る
こ

と
。
例
え
ば
、「
寒
い
」を
鹿
児
島
弁

で
表
現
す
る
と「
さ
み
」で
す
が
、
川

内
弁
で
は「
さ
ん
か
」と
言
い
ま
す
。

　
他
に
も
川
内
弁
し
か
使
わ
な
い

よ
う
な『
喧
嘩
ち
ょ
べ（
＝
喧
嘩
大

将
）』や『
い
っ
ぽ
ん（
＝
ひ
と
つ

も
）』な
ど
は
そ
の
代
表
的
な
言
葉
で

す
。

方
言
が
つ
な
ぐ
縁
や
思
い
入
れ

　
福
冨
さ
ん
は
、
教
職
時
代
、
県
内

各
地
に
転
勤
し
、
面
白
い
方
言
に
触

れ
た
そ
う
で
す
。「
赴
任
先
で
は
、
共

通
語
で
会
話
を
す
る
よ
り
も
、
そ
の

土
地
の
方
言
を
使
う
こ
と
で
人
間
関

係
が
よ
り
深
ま
っ
た
も
の
で
す
」「
方

言
が
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

昨
今
、
方
言
が
消
失
し
て
し
ま
う
こ

と
へ
の
危
機
感
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

『
思
い
入
れ
の
あ
る
方
言
を
後
世
に

残
し
た
い
』と
い
う
思
い
で
、
著
書

を
残
し
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

我
が
故
郷
を
思
う

　
薩
摩
川
内
の
魅
力
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、「
他
の
地
域
か
ら『
せ
ん

で
ガ
ラ
ッ
パ
』と
呼
ば
れ
、
悪
い
イ

メ
ー
ジ（
＝
人
の
足
を
引
っ
張
る
）

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
言
い
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
」と

福
冨
さ
ん
は
話
し
ま
す
。「
川
内
川
は

先
祖
代
々
、
流
域
の
人
々
に
肥ひ

沃よ
く

な

土
地
と
豊
か
な
実
り
を
与
え
て
き
た

が
、
ひ
と
た
び
大
雨
が
降
る
と
暴
れ

川
と
な
り
、
そ
の
流
域
に
住
む
人
々

に
甚
大
な
被
害
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
々
は
そ
れ
に
ひ
る
ま
ず
、

助
け
合
い
や
努
力
と
英
知
で
復
旧
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
風

土
は
、
相
互
扶
助
、
不
屈
の
魂
や
胆

力
、
機
知
の
精
神
を
培
い
、
こ
れ
こ

そ
が『
せ
ん
で
ガ
ラ
ッ
パ
』の
真
髄
だ

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
幼
い
頃
た
び

た
び
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
当
時
の
市

街
地
、
賑
わ
い
の
あ
る
町
、
緑
の
山

や
澄
み
き
っ
た
川
の
風
景
が
今
で
も

脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
薩
摩
国
府
や
川
内
大
綱
引
な
ど

の
歴
史
遺
産
や
多
く
の
文
化
も
し
っ

か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
風
土
や
川
内
人
気
質
が
好
き
で

す
。
市
街
地
の
賑
わ
い
の
復
活
や
文

芸
の
振
興
を
心
か
ら
願
い
、
現
役
世

代
の
豊
か
な
発
想
や
行
動
力
に
期
待

し
て
い
ま
す
」と
、
こ
れ
か
ら
の
故

郷
へ
の
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
残
し
て
い
き
た
い

　
後
世
に
残
し
た
い
方
言
を
尋
ね
る

と
、「「
ぐ
ら
し
か
」=
（
可
哀
想
）や

「
あ
っ
た
ら
し
」=

（
も
っ
た
い
な
い
）、

「
げ
ん
な
か
」＝（
恥
ず
か
し
い
）、

「
と
じ
ん
ね
」＝（
寂
し
い
）な
ど
人

や
物
を
思
う
心
や
心
情
が
垣
間
見
え

る
よ
う
な
単
語
の
他
に
、「
ご
ろ
い

と
」＝（
と
う
と
う
）、「
ず
る
っ
」＝

（
全
部
）、「
ぶ
ん
と
」＝（
全
然
）な
ど

の
用
語
、「
や
ち
ゃ
ぐ
ぁ
ん
」＝（
お

手
上
げ
）や「
ち
ん
ぐ
ぁ
ら
っ
」＝（
こ

な
ご
な
）な
ど
の
味
わ
い
あ
る
方
言

を
残
し
て
い
き
た
い
」と
。

　
福
冨
さ
ん
は「
方
言
を
使
う
格
好

の
場
で
も
あ
る『
薩
摩
狂
句
』に
関
わ

り
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
方
言
に
つ
い

て
の
魅
力
を
探
っ
て
い
き
た
い
」と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
教
員
生
活
37
年
。
県
内
各
地
で

出
会
っ
た
方
言
は
数
知
れ
ず
。

　
今
回
は
、
川せ
ん

内で

弁べ
ん
を
愛
し
、
今

も
研
さ
ん
を
続
け
る
福
冨
さ
ん

の
、
ふ
る
さ
と
薩
摩
川
内
市
へ
の

思
い
に
寄
り
添
い
ま
す
。

※�

薩さ
つ

摩ま

狂き
ょ
う

句く

と

は
、
人
を
素
材�

に
し
、
笑
い
や

穿う
が

ち
、
皮
肉
や

人
情
味
な
ど
を

加
え
、
鹿
児
島

方
言
で
詠
む
五

七
五
の
詩
で
す
。

残しもんそや　
川内ん方言

▲
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地域みんなの協力により実りました
　10月 19 日（木）、国立オリンピック記念青少年総
合センター（東京都渋谷区）で開催された第 74 回全
国学校給食研究協議大会にて、樋脇小学校が令和５
年度文部科学大臣表彰「学校給食表彰」を受賞しまし
た。
　これは、児童や保護者による給食の献立作りや地
場産物生産者の方々と
の交流、栽培したサツ
マイモを食材として活
用するなど、樋脇学校
給食センターと連携し
た取り組みが高く評価
されたものです。

悔しさをばねにつかみ取った日本一

熱い演技が繰り広げられました

　10 月 21 日（土）～ 25 日（水）、佐賀県で、2023
年度全日本社会人ホッケー選手権大会が開催されま
した。
　本市の女子ホッケーチーム「鹿児島クラブ」が出場
し、かごしま国体での敗戦の悔しさを晴らすように
勝利を積み重ね、社会人日本一に輝きました。

　10 月 28 日（土）、ＳＳプラザせんだいで、第 14
回薩摩川内はんやジュニア大会を開催しました。　
　市内の小学校、義務教育学校６校が出場し、「正

せい

調
ちょう

はんや節」や「はんやロックバージョン」に合わせ
て熱気の込もった素晴らしい演技を披露しました。

誰もが働きやすい環境を

星空の素晴らしさを伝えるために

充実したサービスを提供するために
理解を深めました

　10月 25 日（水）、本庁で、女性活躍推進企業とし
て、（公社）川内市医師会立川内看護専門学校を認定
し、認定証交付式を行いました。
　産前産後休業や育児休業・介護休業の取得だけで
なく、職場復帰後も時短勤務への変更など、安心し
て働けるよう環境
を整え、男女共に
働きやすい職場づ
くりに取り組むな
ど、女性活躍の推
進に寄与されてい
ます。

　10月 20 日（金）、黒木小学校で、出張星空観望会
を開催しました。
　せんだい宇宙館の先生方による天の川のお話や秋
の星空と天体の講話、職員によるアンドロメダ座の
神話劇などを行いました。終盤には、雨も上がり、
雲の合間に
土星と月を
望遠鏡で見
ることもで
き、参加者
は充実した
時間を過ご
しました。

　11 月１日（水）、本庁で、手話に対する理解を深
めるため、職員向けの手話講座を開催しました。講
師の福

ふく

元
もと

幸
こう

一
いち

氏と手話通訳者の井
い

出
で

迫
さこ

なみ子
こ

氏よ
り、手話の歴史などを学び聴覚障害者に対する理解
を深め、あいさつなどの簡単な手話も学びました。
参加した職員からは、｢手話への理解が深まり、もっ
と勉強したい
と思った｣など
の感想があり、
市民サービス
向上に努めて
いきます。

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供いただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。
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▲市

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※
参
加
無
料

令
和
６
年
１
月
15
日（
月
）必
着

電
話
、
フ
ァ
ク
ス

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
20
）５
８
１
９

（
20
）６
０
６
４

W
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
11
・
　
　

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

令
和
６
年
１
月
18
日
、
25
日
、
２

月
１
日
、
８
日
の
各
木
曜
日（
全
４

回
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

中
央
公
民
館

W
i
n
d
o
w
s
11�

、
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作

15
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

１
０
０
０
円（
別
途
資
料
代
が
必
要
）

12
月
22
日（
金
）必
着

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先

を
明
記
の
上
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル

※�

受
講
の
決
定
は
文
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

〒
８
９
５-

０
０
７
６
　
大
小
路

町
14-

５
　
中
央
公
民
館

（
22
）７
２
５
１�

（
20
）１
３
３
１

shakai@
city.
satsum

asendai.lg.jp

読
み
聞
か
せ
養
成
講
座

令
和
６
年
１
月
14
日
、
28
日
、
２

月
４
日
の
各
日
曜
日（
全
３
回
）10
時

～
11
時
30
分

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

読
み
聞
か
せ
の
基
礎
か
ら
実
践

県
立
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
さ
ざ
な
み
　
代
表
　
鳥と

羽ば

啓け
い

子こ

氏読
み
聞
か
せ
に
関
心
の
あ
る
方
で
、

全
講
座
受
講
で
き
る
方

先
着
30
人

※
受
講
無
料

12
月
22
日（
金
）～

直
接
、
電
話

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

ヨ
ガ
教
室

温
活
ヨ
ガ（
全
３
回
）

令
和
６
年
１
月
16
日
、
23
日
、
30

日
の
各
火
曜
日
19
時
～
20
時

令
和
６
年
１
月
10
日（
水
）ま
で

筋
膜
リ
リ
ー
ス
ヨ
ガ（
全
４
回
）

令
和
６
年
２
月
６
日
、
13
日
、
20

日
、
27
日
の
各
火
曜
日
19
時
～
20
時

令
和
６
年
２
月
１
日（
木
）ま
で

気
血
め
ぐ
り
ヨ
ガ（
全
４
回
）

令
和
６
年
３
月
５
日
、
12
日
、
19

日
、
26
日
の
各
火
曜
日
19
時
～
20
時

令
和
６
年
２
月
29
日（
木
）ま
で

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

福ふ
く

永な
が

智と
も

子こ

氏

18
歳
以
上（
高
校
生
除
く
）

先
着
各
12
人

各
回
８
０
０
円

電
話Ｓ

Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

（
27
）８
４
５
５

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
委
託
訓
練
生

介
護
・
福
祉
科（
実
務
者
研
修
）

令
和
６
年
２
月
22
日（
木
）～
８
月

21
日（
水
）�

峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
高
江
町
）

介
護
の
学
科
、
実
技
お
よ
び
施
設

実
習
な
ど

※
介
護
福
祉
士
養
成
講
座

24
人

令
和
６
年
１
月
29
日（
月
）ま
で

選
考
試
験
日
は
、
令
和
６
年
２
月

８
日（
木
）

雇
用
保
険
受
給
資
格
者（
優
先
）ま

た
は
再
就
職
の
意
欲
が
高
く
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
受
講
推
薦
な

ど
が
受
け
ら
れ
る
方

※
受
講
無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
と
訓
練
生
総
合
保
険

料
は
自
己
負
担

※�

選
考
場
所
は
、
県
立
宮
之
城
高
等

技
術
専
門
校

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

（
53
）０
２
０
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座

令
和
６
年
１
月
10
日
～
31
日
の

月
、
水
、
金
曜
日（
全
10
回
）18
時
30

分
～
21
時

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー（
青
山

町
）ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
、
情
報

発
信
の
方
法

先
着
16
人

※�

申
し
込
み
状
況
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

１
万
８
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
含
む
）

12
月
22
日（
金
）ま
で

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

川
内
能
力
開
発
協
会

（
22
）３
８
７
３

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼�

川
内
地
域
＝
後
牟
田
、
東
上
川
内
、

高
来
、
今
村
、
城
上
、
戸
川
、
勝

目
一
般
、
湯
田
一
般

▼�

樋
脇
地
域
＝
諏
訪
越
第
２
、
サ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
樋
脇
市
営

▼�

入
来
地
域
＝
芝
町
、
舟
越
、
愛
宕
、

立
山
一
般

▼
東
郷
地
域
＝
川
口

▼�

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
久
保
、
成
木
田
、
早
馬
、
宮

ノ
宇
都
、
会
田
一
般
、
会
田
特
公

賃
▼�

上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田
、
平
良
一
般

▼
下
甑
地
域
＝
西
山

▼�

鹿
島
地
域
＝
鹿
島
小
牟
田
、
松
之
下

12
月
21
日（
木
）必
着

市

に
掲
載
ま
た
は
、

の
各
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た
は
送
付

12
月
25
日（
月
）10
時
～

の
各

所※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※�

詳
し
く
は
市

に
掲
載
お
よ
び

の
各
所
に
備
え
付
け
の
募
集
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼�

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼�

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼�

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

▲ 申込
　フォーム
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…
日
時
・
期
間
・
期
日
　

…
場

所
　

…
内
容
　

…
講
師
・
相
談

員
　

…
対
象
　

…
定
員
　

…

受
講
料
・
参
加
料
　

…
出
演
　

…
準
備
す
る
物
　

…
申
込
期
間
　

…
申
込
方
法
　

…
募
集
住
宅
　

…
抽
選
日
・
抽
選
場
所
　

…
販

売
日
時
・
販
売
先
　

…
そ
の
他
　

…
託
児
　

…
資
格
　

…
問
合

先
　

…
申
込
先
・
提
出
先
・
届
出

先
　

…
電
話
番
号
　

…
内
線

…
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

…
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
　

…
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト

い
に
し
可え

愛の

ま
ち
あ
る
き
　

12
月
16
日（
土
）９
時
～

※
受
け
付
け
は
８
時
30
分
～

※
小
雨
決
行

太
平
橋
下
大
小
路
側
河
川
敷
内

可
愛
歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
、

マ
ル
シ
ェ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど

ど
な
た
で
も
可

可
愛
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

（
27
）２
９
７
５

名
作
シ
ネ
マ
無
料
上
映
会

【
要
申
込
】

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

先
着
95
人

※
車
い
す
席
あ
り

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

12
月
15
日（
金
）～

直
接
、
電
話

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

月
面
Ｘ
観
望
会

令
和
６
年
１
月
18
日（
木
）18
時
～

21
時

※
最
終
入
館
は
20
時
30
分
ま
で

※
天
候
不
良
時
は
中
止

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

月
と
太
陽
の
位
置
関
係
で
、
月
の

地
形
の
一
部
が「
Ｘ
」の
文
字
の
よ
う

に
見
え
る
天
文
現
象
の
観
察

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

　
▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

令
和
６
年
薩
摩
川
内
市
　
　

二
十
歳
の
つ
ど
い

令
和
６
年
１
月
７
日（
日
）10
時
30

分
～

※
開
場
は
９
時
50
分
～

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

※�

自
家
用
車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※�

内
容
の
変
更
や
入
場
を
制
限
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
随
時
市

を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
市
外
転
出
者
も
出
席
で
き
ま
す
。

社
会
教
育
課
社
会
教
育
Ｇ（
中
央

公
民
館
内
）�

（
22
）７
２
５
１

川
薩
地
域
看
護
人
材
確
保
　

フ
ォ
ー
ラ
ム【
要
申
込
】

令
和
６
年
１
月
20
日（
土
）14
時
～

16
時

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

※
看
護
写
真
・
俳
句
展
も
開
催

ど
な
た
で
も
可

※
参
加
無
料

令
和
６
年
１
月
15
日（
月
）ま
で

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
フ
ァ
ク
ス

川
内
市
医
師
会
立
川
内
看
護

専
門
学
校

（
27
）０
２
４
２

（
22
）５
３
３
１

川
内
歴
史
資
料
館
・
川
内
ま
ご
こ

ろ
文
学
館
　
お
正
月
無
料
開
館

令
和
６
年
１
月
４
日（
木
）～
８
日

（
月
）▼

川
内
歴
史
資
料
館

　
　
（
20
）２
３
４
４

　
▼
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

　
　
（
25
）５
５
８
０

絵
本
か
る
た
大
会【
要
申
込
】

令
和
６
年
１
月
13
日（
土
）14
時
～

15
時中

央
図
書
館

絵
本
の
一
部
を
読
み
札
に
、
絵
本

を
取
り
札
に
絵
本
か
る
た

小
学
生
以
下

先
着
10
人

※
参
加
無
料

12
月
11
日（
月
）～

直
接
、
電
話

中
央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

募
集

お
は
な
し
実
践
講
座

令
和
６
年
１
月
21
日（
日
）13
時
30

分
～
14
時
30
分

中
央
図
書
館

お
は
な
し
の
小
道
具
制
作
と
実
演

の
実
践
講
座

読
み
聞
か
せ
に
関
心
の
あ
る
方

先
着
20
人

12
月
21
日（
木
）～

直
接
、
電
話

中
央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

剪せ
ん

定て
い

・
整せ
い

枝し

技
能
講
習

令
和
６
年
１
月
29
日（
月
）～
31
日

（
水
）10
時
～
16
時

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー（
天
辰
町
）

剪
定
・
整
枝
に
必
要
な
基
本
的
な

作
業
や
、
安
全
管
理
・
安
全
衛
生
に

関
す
る
知
識
や
技
術
の
習
得

60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
新
規
会
員
と
し
て
就
業
を
目

指
す
方
、
現
在
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
で
新
た
な
分
野
で
就
業
を

希
望
し
て
い
る
方

10
人

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

▲市

時 タイトル 出　演

1/20（土）
10:00 ～ 11:52

大河への道
（R4年）

中井貴一　北川景子
松山ケンイチ　他

※開場は上映開始 30 分前～

時 タイトル 出　演

1/21（日）
10:00 ～ 12:08

秋日和
（S35年）

原節子　司葉子
笠智衆　他

●�川内まごころ文学館開館記念特別上映・小津安二郎生誕
120年記念

募
集

▲ 申込
　フォーム
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川
内
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
　
　
　

フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
ド
ッ
ク

期
間
中
の
ダ
イ
ヤ

　「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
」の

ド
ッ
ク
に
よ
る
運
休
に
伴
い
、
川
内

港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
も

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
甑
島
島
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
の
ダ
イ
ヤ
も
変
更
し
ま
す
。

南
国
交
通
㈱
川
内
営
業
所

（
23
）８
４
０
０

高
速
船
甑
島
・
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー

こ
し
き
の
ド
ッ
ク
に
よ
る
運
休
お

よ
び
ド
ッ
ク
期
間
中
の
ダ
イ
ヤ

　「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
」は
令

和
６
年
１
月
12
日（
金
）～
25
日（
木
）

ま
で
、「
高
速
船
甑
島
」は
令
和
６
年

１
月
30
日（
火
）～
３
月
６
日（
水
）ま

で
、
ド
ッ
ク
の
た
め
運
休
し
ま
す
。

　
高
速
船
各
便
は
、
乗
船
の
２
カ
月

前
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。
旅
客
定
員

に
達
し
た
場
合
は
、
予
約
し
た
方
を

優
先
し
ま
す
の
で
、
利
用
す
る
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

電
話
、

上
の
入
力
フ
ォ
ー
ム

▼
甑
島
商
船
㈱
串
木
野
本
社

　
　
（
32
）６
４
５
８

　
▼
甑
島
商
船
㈱
川
内
営
業
所

　
　
（
41
）５
１
０
０

ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
を
行
う
方
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　
養
蜂
振
興
法
に
基
づ
き
、
ミ
ツ
バ

チ
の
飼
育
者（
趣
味
飼
育
者
、
飼
育

予
定
者
も
含
む
）は
、
毎
年
、
養
蜂

飼
育
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※�

本
年
、
提
出
さ
れ
て
い
る
方
で

あ
っ
て
も
、
来
年
も
引
き
続
き
飼

育
さ
れ
る
方
は
、
改
め
て
提
出
が

必
要
で
す
。

令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）ま
で

※�

届
出
様
式
は
市
ま
た
は
県

上

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
し
く
は
本

庁
４
階
畜
産
営
農
課
、
各
支
所
、

甑
島
振
興
局
で
配
布

▼�

県
北
薩
地
域
振
興
局
農
政

普
及
課

　
　
　
（
25
）５
５
３
１

　
　
▼�

本
庁
畜
産
営
農
課
畜
産
指
導

Ｇ（

４
２
３
２
）ま
た
は
各

支
所
、
甑
島
振
興
局

令
和
４
年
度
の
　
　
　
　
　
　

「
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ

ン
ト
」の
転
換
は
お
済
で
す
か
？

12
月
28
日（
木
）ま
で

右
記
見
本
の
令
和
４
年
度
介
護
予

防
元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド（
黄
色
ま

た
は
灰
色
）と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※�

代
理
者
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

カ
ー
ド
持
ち
主
の
署
名
が
必
要
で

す
。

※�

令
和
５
年
度
分
の
カ
ー
ド（
オ
レ

ン
ジ
色
ま
た
は
水
色
）の
転
換
は
、

令
和
６
年
４
月
８
日
以
降
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
包
括
支

援
Ｇ（

２
６
７
６
）ま
た
は
各
支

所
、
甑
島
振
興
局
、
各
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

▲甑島商船㈱　
　

▲市▲県

臨時便（日曜日のみ）

国
道
３
号
ル
ー
ト

バ
ス
停
留
所
名

川内駅（2番のりば） 8:00 12:25 14:15 18:50 11:05 15:25

山形屋前 8:05 12:20 14:18 18:40 11:08 15:20

大小路（国道） 8:07 12:18 14:20 18:38 11:10 15:18

上川内 8:10 12:15 14:23 18:35 11:13 15:15

草道駅前 8:20 12:06 14:32 18:26 11:22 15:06

川内港ターミナル 8:30 12:00 14:40 18:20 11:30 15:00

 高速船甑島  8:50 発  11:50 着  15:10 発  18:10 着  12:00 発  14:50 着

県
道
京
泊
大
小
路
ル
ー
ト

主
な
バ
ス
停

川内港ターミナル 8:55 11:25 15:15 17:50 12:05 14:35

船間島入口 9:03 11:17 15:23 17:42 12:13 14:27

五代 9:14 11:06 15:34 17:31 12:24 14:16

新田神社 9:19 11:01 15:39 17:26 12:29 14:11

大小路（国道） 9:24 10:56 15:44 17:21 12:34 14:06

川内駅（2番のりば） 9:30 10:50 15:50 17:15 12:40 14:00

川内港シャトルバス運行ダイヤ
※フェリーニューこしきのドック期間中（令和６年１月12日（金）～25日（木））

港名
１便 ２便 臨時便（日曜日のみ）

下り 上り 下り 上り 下り 上り

川内 8:50 11:50 15:10 18:10 12:00 14:50

里
11:00 発 16:00 着 14:00 発

10:50 着 16:10 発 13:55 着

長浜 10:00 10:10 16:50 17:00 13:10 13:15

高速船甑島運航ダイヤ
※フェリーニューこしきのドック期間中
　　（令和６年１月 12日（金）～ 25日（木））

▲みほん ▲みほん
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

令
和
６
年
１
月
13
日（
土
）９
時
30

分
～
12
時

カ
フ
ェ
あ
じ
さ
い（
横
馬
場
町
）

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

※�

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と
は
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
う

講
師
で
す
。

ど
な
た
で
も
可

※
参
加
無
料

電
話あ

じ
さ
い
苑

（
23
）６
０
０
０

相
談

治
療
と
仕
事
の
た
め
の
　
　

両
立
支
援
無
料
相
談
窓
口

毎
月
第
２
木
曜
日
10
時
～
12
時

※
祝
日
は
休
み

済
生
会
川
内
病
院（
原
田
町
）

治
療
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め

に
利
用
で
き
る
制
度
や
傷
病
手
当
金

な
ど
の
社
会
保
険
の
手
続
き
、
休
職

や
復
職
の
相
談
な
ど

鹿
児
島
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
　
両
立
支
援
促
進
員（
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
）

働
き
な
が
ら
が
ん
、
脳
血
管
疾
患
、

難
病
な
ど
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方

や
そ
の
ご
家
族
、
事
業
場
担
当
者
な

ど

済
生
会
川
内
病
院

（
23
）５
２
２
１

お
知
ら
せ

意
見
・
提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
主
要
な
計
画
や
指
針
の

立
案
に
際
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト（
市
民
意
見
公
募
手
続
き
）制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
・

提
言
を
募
集
し
ま
す
。

①�
第
４
次
薩
摩
川
内
市
農
林
水
産
振

興
基
本
計
画（
素
案
）

策
定
の
目
的
・
内
容

　
令
和
６
年
度
か
ら
の
５
年
間
の
農

林
水
産
業
お
よ
び
六
次
産
業
化
促
進

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

②�

薩
摩
川
内
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
素

案
）

策
定
の
目
的
・
内
容

　
老
人
福
祉
法
に
基
づ
く「
市
町
村

老
人
福
祉
計
画
」お
よ
び
、
介
護
保

険
法
に
基
づ
く「
市
町
村
介
護
保
険

事
業
計
画
」を
定
め
る
も
の
。

③�

薩
摩
川
内
市
東
部
区
域
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン（
案
）�

策
定
の
目
的
・
内
容

　
本
市
東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・

東
郷
・
祁
答
院
）の
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、
観
光
産
業
を
主
軸
と

し
た
地
域
振
興
策
を
図
る
も
の
。

市

上
、
本
庁
１
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
本
庁
４
階
農
業
政
策
課

（
①
）、
本
庁
２
階
高
齢
・
介
護
福
祉

課（
②
）、
本
庁
６
階
観
光
物
産
課

（
③
）、
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
、
各

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公

民
館
、
各
地
域
公
民
館
、
中
央
図
書

館
、
鹿
児
島
純
心
大
学
、
川
内
職
業

能
力
開
発
短
期
大
学
校
、
川
内
看
護

専
門
学
校

※
希
望
者
に
は
資
料
送
付

①
＝�

12
月
18
日（
月
）～
令
和
６
年

１
月
17
日（
水
）消
印
有
効

　
②
＝�

12
月
19
日（
火
）～
令
和
６
年

１
月
19
日（
金
）消
印
有
効

　
③
＝�

12
月
20
日（
水
）～
令
和
６
年

１
月
19
日（
金
）消
印
有
効

市

上
の
意
見
・
提
言
入
力

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
任
意
の
様
式
に
住

所
、
氏
名
、
意
見
・
提
言
を
明
記
の
上
、

直
接
、
送
付
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

①
＝�
本
庁
農
業
政
策
課
企
画
総
務
・

六
次
化
Ｇ（

４
２
１
２
）

　
　
（
20
）５
５
７
０

　
　

no-kikakusom
u@
city.

satsum
asendai.lg.jp

②
＝�

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
高
齢

者
福
祉
Ｇ（

２
６
７
３
）

　
　
（
23
）５
１
３
１

　
　

korei@
city.
satsum

asendai.lg.jp

③
＝�

観
光
物
産
課
観
光
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
Ｇ（

６
２
２
１
）

　
　
（
23
）５
２
１
１

　
　

cs@
city.
satsum

asendai.lg.jp

12
月
は
県
下
一
斉
　
　
　
　

国
保
税
滞
納
整
理
強
化
月
間

　
県
で
は
、
県
下
一
斉
に
国
保
税
の

滞
納
整
理
強
化
月
間
を
設
け
、
収
納

率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
催
告
書
の
送
付
や
財

産
調
査
に
基
づ
く
滞
納
処
分
な
ど
を

強
化
し
ま
す
。

※�

国
保
税
は
国
保
制
度
を
支
え
る
貴

重
な
財
源
で
す
。
納
期
内
納
付
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
庁
収
納
課
納
税
Ｇ（

２
４
５

０
）

鳥
獣
被
害
防
止
施
設
導
入
事
業

　
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
に
よ
る
農

林
産
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、

鳥
獣
被
害
防
止
施
設（
電
気
柵
な
ど
）

を
設
置
す
る
方
で
、
次
の
要
件
を
満

た
す
場
合
は
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
施
設
を
設
置
す
る

農
地
な
ど
の
面
積
が
１
０
０
０
㎡
以
上

あ
る
市
内
居
住
の
個
人
ま
た
は
団
体

※�

市
外
居
住
の
方
で
も
、
市
内
居
住

の
方
と
団
体
で
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

今
後
の
作
付
へ
の
被
害
を
軽
減
す

る
観
点
か
ら
、
既
に
作
付
が
終
了

し
た
農
地
で
あ
っ
て
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
事
前
着
工
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※�

そ
の
他
の
要
件
、
補
助
率
、
申
請

手
続
き
、
必
要
書
類
な
ど
の
詳
細

は
、
申
し
込
み
の
際
に
ご
案
内
し

ま
す
。

本
庁
４
階
農
業
政
策
課
ま
た
は
各

支
所
へ
直
接

本
庁
農
業
政
策
課
農
政
Ｇ（

４
２
２
２
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
　
　

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
施
設
　

使
用
仮
予
約
受
け
付
け
開
始

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
の
施
設

使
用
仮
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

令
和
６
年
１
月
４
日（
木
）

▼�

13
時
30
分
か
ら
の
抽
選
会
で
、
受

け
付
け
順
番
を
決
定
し
、
そ
の
順

番
で
仮
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼�

抽
選
会
に
は
、
１
団
体
・
１
人
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼�

電
話
で
の
予
約
受
け
付
け
は
、
当

日
16
時
以
降
に
行
い
ま
す
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー（
天
辰
町
）

電
話

（
22
）７
７
４
１

▲市▲ 意見・提言
　入力フォーム②

相
談

お
知
ら
せ

▲ 意見・提言
　入力フォーム①

▲ 意見・提言
　入力フォーム③
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薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８ ９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

2023.12月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集
しています。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを
明記の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和５年
12月27日（水）消印有効

締 

切

▲ 竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※ 

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

入
来
地
域

用
之
丸
　
美
代
子

押
川
　
　
イ
ク

東
郷
地
域

古
川
　
　
純
子

東
郷
　
　
ノ
シ

佐
藤
　
　

男

前
田
　
　
眞
理
子

北
迫
　
　
サ
チ
子

祁
答
院
地
域

前
田
　
　
壽
一

福
田
　
　
豊
嗣

【
86
】

【
82
】

【
84
】

【
90
】

【
70
】

【
96
】

【
81
】

【
75
】

【
95
】

【
81
】

【
91
】

【
93
】

【
92
】

【
102
】

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

宮
内

宮
内

五
代

五
代

五
代

上
川
内

田
崎

水
引

百
次

永
利

永
利

【
90
】

【
87
】

【
79
】

【
95
】

【
91
】

【
83
】

【
95
】

【
81
】

【
82
】

浦
之
名

副
田

斧
渕

斧
渕

藤
川

藤
川

藤
川

藺
牟
田

藺
牟
田

【
78
】

【
98
】

【
85 

】

【
65 

】

【
96
】

【
70
】

【
81
】

【
78
】

【
99
】

【
89
】

【
85
】

高
江

高
江

高
江

高
城

高
城

城
上

城
上

市
比
野

市
比
野

市
比
野

塔
之
原

【
83
】

【
87
】

【
93
】

【
91
】

【
96
】

【
96
】

【
90
】

【
61
】

【
75
】

上
手

下
手

下
手

下
手

里里中
甑

中
甑

藺
牟
田

森
園
　
　
勝
博

川
島
　
　
渡

中
野
　
　
實

葊
瀨
　
　
和
幸

﨑
山
　
　
テ
ル

堂
園
　
　
伸
也

松
下
　
　
勇

樋
脇
地
域

川
原
　
　
孝
明

小
水
流
　
美
智
子

豊
留
　
　
葊
盛

丸
山
　
　
伸

田
向
　
　
タ
ミ

北
村
　
　
厚
子

徳
留
　
　
美
智
子

植
村
　
　
接
子

里
地
域

北
薗
　
　
ア
キ

下
町
　
　
チ
ヨ
子

上
甑
地
域

濵
田
　
　
安
子

濵
田
　
　
菊
美

鹿
島
地
域

橋
野
　
　
六
美

池
脇
　
　
オ
ル
イ

坂
田
　
　
ヒ
ロ
子

迫
口
　
　
隆

米
盛
　
　
ヨ
シ
子

久
保
　
　
恭
猛

上
平
　
　
マ
リ
子

田
中
　
　
節
子

山
口
　
　
國
重

前
園
　
　
芳

古
川
　
　
瑞
代

下
門
　
　
ヨ
シ
子

有
村
　
　
京
子

鬼

　
　
サ
チ
ヱ

三
⻆
　
　
ア
キ
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川
内
地
域

（
氏
　名
）

神
　
　
　
輝
行

尾
曲
　
　
靖
郎

上
城
　
　
勝
光

柏
木
　
　
武
盛

堀
之
内
　
美
知
子

屋
久
　
　
保
徳

新
橋
　
　
ミ
ヨ
子

樗
木
　
　
惠
兒

𠮷𠮷
𠮷
　
　
秋
雄

川
畑
　
　
和
子

馬
場
　
　
余
利
子

西
園
　
　
孝
夫

川
内
地
域

（
出
生
児
）

吉
永
　
　
望み

央お

石
山
　
　
千ち

晴は
る

下
田
　
　
実み

の

璃り

荒
木
　
　
柚ゆ

ず

七な

前
田
　
　
紬つ

む
ぎ

田
島
　
　
大ひ

ろ

也や

杉
元
　
　
創そ

う

支き

竹
﨑
　
　
琉り

一い
ち

上
迫
田
　
蒼そ

う

佐
々
木
　
魁か

い

星せ
い

佐
々
木
　
煌こ

う

生き

宮
里
　
　
優ゆ

う

燈ひ

川
畑
　
　
明あ

輝き

羽と

安
藤
　
　
ひ
な
た

赤
木
　
　
瑚こ

彩い
ろ

柳
田
　
　
り
ず

冨
永
　
　
杏あ

ん

莉り

橋
元
　
　
颯そ

良ら

辻
原
　
　
圭け

い

保
田
　
　
朔さ

く

良ら

原
　
　
　
沙さ

佑ゆ

花か

徳
田
　
　
瀬せ

那な

古
市
　
　
昇し

ょ
う

小
森
　
　
日ひ

ま
り葵

中
村
　
　
珠す

晴ば
る

久
保
　
　
陽ひ

真ま

莉り

有
馬
　
　
紬つ

む

希ぎ

稲
盛
　
　
蒼あ

お

大と

原
之
薗
　
旺お

う

晟せ
い

（
年
齢
）

【
92
】

【
88
】

【
81
】

【
82
】

【
89
】

【
72
】

【
81
】

【
84
】

【
99
】

【
91
】

【
71
】

【
67
】

向
田
本
町

宮
崎

山
之
口

川
永
野

川
永
野

青
山

隈
之
城

隈
之
城

隈
之
城

平
佐

天
辰

御
陵
下

（
保
護
者
）

【
翔
】

【
裕
輝
】

【
剛
史
】

【
友
佑
】

【
砂
織
】

【
興
太
郎
】

【
克
大
】

【
浩
介
】

【
和
也
】

【
大
介
】

【
大
介
】

【
知
樹
】

東
開
聞

宮
崎

宮
崎

宮
崎

勝
目

勝
目

山
之
口

隈
之
城

隈
之
城

隈
之
城

隈
之
城

平
佐

【
皓
暉
】

【
和
也
】

【
直
人
】

【
直
人
】

【
順
也
】

【
秀
和
】

【
成
悟
】

【
勇
人
】

【
健
太
】

【
慎
矢
】

【
那
都
実
】

高
城

東
大
小
路

東
大
小
路

東
大
小
路

東
大
小
路

中
郷
五
丁
目

平
佐
一
丁
目

塔
之
原

斧
渕

斧
渕

手
打

【
博
司
】

【
京
太
郎
】

【

弥
】

【
真
和
】

【
将
希
】

【
翼
】

【
陽
介
】

【
誠
】

【
彪
馬
】

【
唯
人
】

【
佑
貴
】

【
勇
輝
】

【
圭
佑
】

【
健
太
】

【
佑
騎
】

【
孝
祐
】

【
脩
花
】

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

天
辰

天
辰

御
陵
下

宮
内

宮
内

宮
内

宮
内

宮
内

田
崎

百
次

永
利

永
利

高
城

10
月
届
出
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献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 12月25日（月）�
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（11月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R5/1/1 ～ R5/11/6）

区　分 件　数
交通事故 158 件（前年比�−�29 件）
死　　者 2件（前年比�＋���1 件）
負 傷 者 170 件（前年比�− 36 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R5/1/1 ～ R5/11/6）

区　分 件　数
火　災 32 件（前年比�−� ����4 件）
救　急 4,267 件（前年比�＋283 件）
救　助 20 件（前年比�−���14 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（12月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税　目 納期限
固定資産税４期 12月25日（月）
国民健康保険税６期 12月25日（月）

■総人口 91,703人（＋ 7人）
　男　性 44,566人（ー 2人）
　女　性 47,137人（＋ 9人）
■世帯数 46,571世帯（＋ 42世帯）

せんで弁講座
最終回！つんの秘密と
残していきたい！せんで弁

 vol.69

　いよいよ今年も最後の月。そして、実は「つんのせん
で弁講座」も今回が最終回。寂しい気持ちもあるけど、
これまでのせんで弁がみんなの役に立っているとうれ
しいつん。
　このコーナーでは、今回の「人のとなりに」で紹介し
た福冨さんの本を参考にたくさんのせんで弁を紹介し
てきたつん。「人のとなりに」で紹介したせんで弁の他
に、「アバテンネ」（数多なり→たくさん）、「ミトンネ」（見
とうも無い→みっともない）などの深い意味を持つ言葉
や、「オヤットサァ」（おつかれさまでした）、「アイガト
モシャゲモシタ」（ありがとうございました）などの丁寧

なあいさつのせんで弁をこれからも
残していきたいそう。身近に感じて
使いやすいせんで弁もたくさんある
から、これからもたくさん使ってほ
しいつん。
　今まで「つんのせんで弁講座」を読
んでくれてアイガトモシャゲモシタ！
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広報電話

0120（894）256
※�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／�本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）
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広報紙アプリ「マチイロ」

Ｐ２
Ｐ６

Ｐ８
Ｐ９
Ｐ10
Ｐ13
Ｐ14
Ｐ16

Ｐ17
Ｐ18
Ｐ19
Ｐ20
Ｐ24
Ｐ26

燃ゆる感動かごしま国体・燃ゆる感動かごしま大会
つながる・拡がる９年間の学び　−子どもたちが主
役となり、友達と協力し合って学ぶために−
生活リズムを整えよう～睡眠とメディアの使用について～
私のFood記
令和４年度決算の概要をお知らせします
企業のチカラ
年末年始の業務案内
防災トピックス/市公式LINEで道路などの不具合
を通報できます
みんなの１１９
まちの話題 
人のとなりに
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ
読者のひろば

＜目　次＞

　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

担当者の声

平成30年４月から連載してきた「つんのせんで弁講座」。
約５年間、つんも一生懸命勉強しながらせんで弁を紹

介してきました。
　自分自身はというと、普段話している言葉がせんで弁でも
ないため、この連載を読むことでとても勉強になっていまし
た。
　今回、「人のとなりに」で福冨さんを取材して、方言や故郷
への愛を強く感じました。そして、方言の持つ意味まで教え
ていただくことで「なるほど！」となると同時に、どこか使う
機会がないかと下心も。
　今年もあっという間に過ぎ、メディアでは新語流行語大賞
が発表される季節になりました。子どもたちが話す分からな
い新語に、せんで弁で回答して対抗したいと思います。

（堀之内）

　今月は、特集で「特別国民体育大会（燃ゆる感動かごしま国体）」
と「特別全国障害者スポーツ大会（燃ゆる感動かごしま大会）」を取
り上げました。表紙は、空手道競技の組手団体戦で優勝した鹿児
島県チームの歓喜の一コマです。
　本市の各競技会場では、各県の代表選手がそれぞれの思いを背
負い、精一杯競技に挑んでいました。また、応援する方も応援旗
を掲げ、メガホンを振りながら一生懸命応援していて、会場から
熱い熱気を感じました。
　ボランティアとして参加された方々に行ったインタビューでは、
地域一体となって国体を盛り上げ、選手たちを応援したり、会場
で来場者をおもてなししたりと、開催前からさまざまな準備をし
て参加したと聞きました。インタビューの中での「オール鹿児島で
みんなが一体となった」という言葉が印象的で、みんなで作りあげ
た大会だったと改めて思いました。

◎今月の表紙
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読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4122）
　　　　　　　　 koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。
【締切】 12 月 27 日（水）消印有効【締切】 12 月 27 日（水）消印有効

　上記締め切りまでにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「八

や

重
え

ちゃん食堂｣のお食事券（1,000円）を５人にプレゼント。
　東郷地域に８月にオープン。昔、店主の祖母と母が働
いていた「六

ろっ

角
かく

堂
どう

」の鍋焼きうどんと親子丼の味を受け継ぎ、
親子３代で営業を始め、あの頃の味も復活させました。熱々
の鍋焼きうどんは、極太麺を使用しており、野菜もたっぷり。
寒い季節にぴったりです。また、親子丼の懐かしい味を求
めて来店される方も多いようです。寒い季節に温まる料理
をぜひご賞味ください。

八重ちゃん食堂
住  東郷町斧渕 1405
営  昼 10:30 ～ 15:00
　  夜 17:30 ～ 21:00
休  日曜日、祝日

   090（1893）3695

●●

●●

●●
●●

東郷学園
義務教育学校
東郷学園
義務教育学校

川内川川内川

コンビニコンビニ

↑
至 

阿
久
根
市

↑
至 

阿
久
根
市

八重ちゃん食堂
267

東郷
郵便局
東郷
郵便局 東郷

支所
東郷
支所

至 さつま町→至 さつま町→
▲Instagram

　　　　  ▲ 親子丼▲鍋焼きうどん
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申込・問合先／広告代理店：㈱ジチタイアド　　092（716）1404 広告

（薩摩川内市）
facebook

（薩摩川内市）
Instagram

薩摩川内市
チャンネル（　　  　　　）
YouTube

（薩摩川内市）
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